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１．研究計画の概要 

(1) 大阪湾沿岸部に広く繁茂するワカメに
着目し、海域の汚染度との対比を通して「ワ
カメ」の海水汚染の指標としての可能性を検
討する。特に、ワカメは仮根、茎、葉と芽株
より生体を構成している。ワカメの生育部位
と金属元素含有量との関係を生元素組成と
の関連を含めて明らかにする。 

(2) 大型藻類は、その種類（緑藻・紅藻・褐
藻）によって各元素の濃集割合が異なり、有
害金属元素の種類により海洋汚染の指標と
なる藻類が異なると考えられる。より広い分
布を示す多種の藻類（緑藻：アナアオサ、紅
藻：オオバツノマタ・マクサなど）の分析を
通して、元素ごとの海水汚染の指標藻類を選
定する。 

(3) 藻類の人工飼育を行い、疑似海水中の有
害金属元素をどの程度濃集するのか？を定
量的に示し、藻類の金属含有量から海水の汚
染度を推定するための係数の推定を試みる。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) ワカメの部位による金属元素濃度の違
いを明らかにし，既に論文として公表した。
その結果，ワカメの葉状部を用いることが，
資料の調整の容易さなどを含めて，環境評価
に適していることが明かとなった。 

(2) 大阪湾に生息する大型藻類のうち，緑藻
類のアナアオサ，褐藻類のワカメとタマハハ
キモク，紅藻類のフダラクを大阪湾に面する
15 カ所から採取し，金属元素分析を行った。
各元素間の相関から，それぞれの元素に対す
る藻類の吸収の仕方には明らかな違いがあ
り，元素毎に指標藻類が異なることが明らか
となった。現在，論文の執筆中である。 

(3) 人工海水中での藻類を飼育し，金属元素
の取込係数の決定を試みたが，飼育期間が長
くなるなど，問題点も多く発生した。そこで，
最終年に大型藻類周辺の海水の直接分析を
行い，取込係数の決定を試みることとした。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

 （理由） 
大型藻類について，既に 4種類の分析を終

了しており，目的(1), (2)については達成し
ている。しかし，目的(3)の藻類の金属元素
取込係数の決定まで至っておらず，最終年度
に海水の分析を通して，この点を明らかにす
ることを目指す。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 最終年に藻類周辺の海水の分析を行う予
定であるが，海水の分析は高いマトリックス
元素に妨害されて良い精度で測定ができな
い場合が想定される。 

 その場合には，太平洋に面した海洋汚染の
少ない場所で大型藻類を採取し，平均海水に
対してどの程度金属元素を濃集しているの
かを明らかにし，金属元素取込係数の代わり
に用いることを計画している。 
 
５. 代表的な研究成果 
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